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検診とそれに伴う保健指導が都市住民における

循環器疾患危険因子とその認識状況に及ぼす効果

寺尾 敦史 小西 正光

馬場 俊六 万波 俊文

目的　都市の一般住民を対象に，検診とそれに伴い実施する保健指導が，受診者の循環器疾患危険因子，な

らびにその認識状況に及ぼす効果を明らかにする。

対象と方法　大阪府S市の住民（30歳～79歳）から無作為に抽出した男女計4,000人に対して循環器検診の

受診を勧奨し，1,879人（受診率：47％）が受診した。これらの者を対象に，検診の事後指導として1

月後に検診結果の個人説明と指導を，3月後に循環器疾患予防の講演会と検診結果に対する認識を高め

るための実習を行った。

　検診とそれに伴う保健指導の効果をみるために，検診受診者の中から600人を無作為に抽出し，1年

後のフォローアップ検診の受診を勧めた。フォローアップ検診受診者445人について，血圧値，血清総

コレステロール（CH）値，喫煙率，ならびに血圧と血清総CHの最近の測定状況，値が高いかどうか

の認識状況，値の数値についての認識状況について，1年間の変化を分析した。

　さらに，フォローアップ検診時の血圧値，血清総CH値，喫煙率に関して，同年の新規受診者1,791

人（S市住民から新たに無作為抽出した4,000人の内の受診者）との比較を行った。

成績　1.　検診受診者の循環器疾患危険因子についての認識状況は，血圧に比べて血清総CHに関する項目

において低かった。また，高齢者に比べて若年者で低い傾向を示した。性別では，血圧に関するす

べての項目と血清総CHの測定状況について，男に比べて女で認識状況は低かった。

2.　フォローアップ検診受診者について1年間の変化をみると，男女とも血圧および血清総CHにつ

いての認識度が上昇する傾向を認めた。上昇の程度は血圧に比べて血清総CHに関する項目で，

また，男に比べて女で大きい傾向を示した。

3.　フォローアップ検診時の最大血圧と血清総CHの平均値は1年前に比べて有意に低下し，また，

同年度の新規受診者に比べて有意に低い値を示した。最小血圧の平均値と喫煙率については1年間

で有意な変化がなく，また，新規受診者との間に差を認めなかった。

結論　都市の一般住民を対象として循環器検診とその後の保健指導を実施し，循環器疾患危険因子に及ぼす

効果を検討した。これらの実施により検診受診者における危険因子への認識状況が1年後に上昇すると

ともに，最大血圧および血清総CHの平均値が有意に低下した。検診とその後の十分な保健指導は，

循環器疾患危険因子のコントロールに有用であることが確認された。
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